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第１１回地域部会 兼 第１１２回月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演Ⅰ　「大阪“みなと”におけるＣＮＰ形成に向けた取組みについて」･････

　　　　　　　　大阪港湾局計画整備部 計画課

　　　　　　　　　海岸保全対策担当課長代理　　坂本　格　氏

　　　　講演Ⅱ　「大阪湾における台風等来襲時の港外避泊の安全に関する調査研究を

　　　　　　　 　 振り返って」･････････････････････････････････････････････････

　　　　　　　　海上保安大学校

　　　　　　　　　名誉教授　　日當　博喜　氏

 

第１１３回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「日本における自動運航船の取り組み　(公財)日本財団

　　　　　　　　無人運航船PJ MEGURI2040について」

　　　　　　　(株)日本海洋科学 

　　　　　　　　　執行役員 運航技術グループ長　　桑原　悟　氏　･･･････････････

　　　　　　　古野電気(株)

　　　　　　　　開発設計統括部自律航行システム開発部　　栁原　智哉　氏　･･････

事　業　報　告

　阪神港神戸区及び大阪区における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究

　第１回委員会････････････････････････････････････････････････････････････････

　大阪湾周辺海域における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の運航実態と海難防止

　に関する調査研究第１回委員会････････････････････････････････････････････････

　大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査第１回委員会････････････････････････

　高知港海岸航行安全対策検討調査第１回事前検討会･･････････････････････････････

　高知港海岸航行安全対策検討調査第１回委員会･･････････････････････････････････
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会　務　報　告

　第１１３回業務運営会議･･･････････････････････････････････････････････････････

　第１１４回業務運営会議･･･････････････････････････････････････････････････････

　第３９回通常理事会･･･････････････････････････････････････････････････････････

船舶交通随感

　第２３回　水先艇ないかい防波堤衝突事故に関する一考･････････････････････････

事務日誌抄･････････････････････････････････････････････････････････････････

お知らせ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････

　・会員名簿の訂正について
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第１１回地域部会 兼 第１１２回月例会概要

１　日　　　時　　令和６年１０月２５日（金）１５:００～１７:００

２　場　　　所　　堺市　ホテル アゴーラリージェンシー大阪堺　３階　利休の間

３　出　席　者　　７０名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　Ⅰ　大阪港湾局計画整備部 計画課

　　　　　　　　　海岸保全対策担当課長代理　坂本　格 氏により

　　　　　　　　『大阪“みなと”におけるＣＮＰ形成に向けた取組みについて』と題し、

　　　　　　　　　講演が行われた。

　　　　　　Ⅱ　海上保安大学校

　　　　　　　　　名誉教授　日當　博喜 氏により

　　　　　　　　『大阪湾における台風等来襲時の港外避泊の安全に関する調査研究を

　　　　　　　　　振り返って』と題し、講演が行われた。



≪第１１回地域部会 兼 第１１２回月例会概要≫
　　

大阪“みなと”におけるＣＮＰ形成に向けた取組みについて

　　　　 　

　　
 

講師　大阪港湾局計画整備部 計画課　  　　　　　　　

海岸保全対策担当課長代理　坂　本　　　格 氏
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≪第１１回地域部会 兼 第１１２回月例会概要≫
　　

大阪湾における台風等来襲時の港外避泊の安全に関する

調査研究を振り返って

　　　　 　

　　
 

講師　海上保安大学校  　　　　　　　

名誉教授　日　當　博　喜 氏
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第１１３回月例会概要

１　日　　　時　　令和６年１１月２７日（水）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　３３名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　　(株)日本海洋科学 執行役員 運航技術グループ長 桑原 悟 氏及び、古野電気

　　　　(株)開発設計統括部自律航行システム開発部 栁原 智哉 氏の２名による「日本

　　　　における自動運航船の取り組み　(公財)日本財団無人運航船PJ MEGURI2040につ

　　　　いて」と題し、講演が行われた。
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≪第１１３回月例会概要≫
　　

日本における自動運航船の取り組み(公財)日本財団無人運航船

PJ MEGURI2040について

　　　　 　

　　
 

講師　(株)日本海洋科学 執行役員 運航技術グループ長　　

　桑　原　　　悟 氏
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≪第１１３回月例会概要≫
　　

日本における自動運航船の取り組み(公財)日本財団無人運航船

PJ MEGURI2040について

　　　　 　

　　
 

講師　古野電気(株)開発設計統括部自律航行システム開発部

 栁　原　智　哉 氏



－29－
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事 業 報 告
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阪神港神戸区及び大阪区における自動運航船の

航行安全上の課題に関する調査研究

第１回委員会

１　日　　　時　　令和６年１０月１日（火）１３：３０～１６：１０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　5階　502～503号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査研究方針について

　　（２）自然環境、航行環境、各港区における航法等について

　　（３）海難の発生状況について

　　（４）AISデータ解析結果の詳細な分析実施方案について

　　（５）検討会での検討項目について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査研究方針（案)

　　（２）検討資料委１－２ 自然環境、航行環境、各港区における航法等（案）

　　（３）検討資料委１－３ 海難の発生状況（案）

　　（４）検討資料委１－４ AISデータ解析結果の詳細な分析実施方案（案）

　　（５）検討資料委１－５ 検討会での検討項目（案）

　　（６）参考資料委１－１ 自動運航船の課題に関する評価一覧

６　議　　　事

　　　開会にあたり(公社)神戸海難防止研究会会長 堀 眞琴 より挨拶を行った。その後、

　　委員長の選任を行い、長澤 明 委員が委員長に選任された。事務局により出席者及び

　　資料の確認を行い、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員・　 ：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　山　田　多津人　　海上保安大学校教授

　　〃　　　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　独立行政法人海技教育機構教授※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店調査役 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　土居　健司　企画調整官)

　　〃　　　　宮　本　勝　通　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　片山　敬義　次長)

　　〃　　　　三　柳　裕　二　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　戸部　靖　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　遠藤　富士穂　運用管制課長)

　　〃　　　　中　橋　　　享　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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関係官公庁　　宮　下　明　子　　大阪港湾局計画整備部海務課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　水口　将宏　海務課係員)

　　〃　　　　菅　野　長　久　　兵庫県土木部港湾課長

　　〃　　　　村　井　宏　一　　神戸市港湾局海務課長

事　務　局　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男　　　　　　　〃　　　　　　専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　原　　　大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店支店長代理



－38－

大阪湾周辺海域における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の

運航実態と海難防止に関する調査研究

第１回委員会

１　日　　　時　　令和６年１０月９日（水）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　5階　502～503号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査研究方針について

　　（２）自然環境及び航行環境並びに海難発生状況について

　　（３）AISデータ解析方針及びアンケート調査実施方案について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査研究方針（案)

　　（２）検討資料委１－２ 自然環境及び航行環境並びに海難発生状況（案）

　　（３）検討資料委１－３ AISデータ解析方針及び聞き取り調査実施方案（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり(公社)神戸海難防止研究会会長 堀 眞琴 より挨拶を行った。その後、

　　委員長の選任を行い、松本 宏之 委員が委員長に選任された。事務局により出席者及

　　び資料の確認を行い、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員・　 ：Web会議出席者）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店調査役 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　清　水　一　郎　　四国旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　大矢　浩一　専務理事)

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　角田　武也　航行安全課海務第一係)

　　〃　　　　岡　本　　　顕　　和歌山海上保安部長

　　〃　　　　野　﨑　威一郎　　徳島海上保安部長

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　遠藤　富士穂　運用管制課長)

　　〃　　　　中　橋　　　享　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　黒　澤　　　茂　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

　　〃　　　　阿　部　正　嗣　　四国運輸局海上安全環境部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　川西　俊徳　首席運航労務監理官)

　　〃　　　　山　下　正　晶　　兵庫県農林水産部水産漁港課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　峰　浩司　主幹)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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関係官公庁　　奥　山　芳　生　　和歌山県農林水産部水産局資源管理課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　堀木　暢人　班長、同席　松川　康介　副主査)

　　〃　　　　岡　久　正　治　　徳島県農林水産部漁業管理調整課長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　加藤　慎治　課長補佐)

事　務　局　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男　　　　　　　〃　　　　　　専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長

　　〃　　　　福　居　華　子　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　

Ｗ

Ｗ

アソシエイト
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大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和６年１１月２６日（火）１３：３０～１６：４０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸　５階　カスティーリアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）主航路南西部分等浚渫に係る施工計画の概要について

　　（３）大阪港の航行環境について

　　（４）主航路南西部分等浚渫工事に係る船舶航行の安全性について

　　（５）主航路南西部分等浚渫工事に係る船舶航行安全対策について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 主航路南西部分等浚渫に係る施工計画の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 大阪港の航行環境（案）

　　（４）検討資料委１－４ 主航路南西部分等浚渫に係る船舶航行安全性（案）

　　（５）検討資料委１－５ 主航路南西部分浚渫工事に伴う航行経路の変化が船舶交通

　　　　　　　　　　　　　 流に及ぼす影響（船舶交通流シミュレーション）（案）

　　（６）検討資料委１－６ 主航路南西部分等浚渫に係る船舶航行安全対策（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の大阪港湾・空港整備事務所 所長 伊藤 直樹 様より挨拶が行

　　われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った。その後、委員長の選任を行い、岩瀬 

　　潔 委員が委員長に選任され、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員・　 ：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店調査役 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　進　藤　正　士　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長

　　〃　　　　増　子　祐　司　　大阪船主会副会長

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　久保　信治　業務委員)

　　〃　　　　佐　藤　宗　昭　　全日本海員組合大阪支部長

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　三木　行治　航行安全課海務第二係長)

　　〃　　　　宮　本　勝　通　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　片山　敬義　次長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　村上　莉花子　航行安全課第二海務係)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　遠藤　富士穂　運用管制課長)

　　〃　　　　古 土 井　  健　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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関係官公庁　　丸　山　順　也　　大阪港湾局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　宮下　明子　計画整備部海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　西村　和展　計画整備部海務課担当係長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　松崎　隼人　泉州港湾・海岸部施設管理運営課)

オブザーバー　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西エリア統括マネージャー

　　〃　　　　貴　多　　　諒　　　　　　〃　　　大阪港グループリーダー

委　託　者　　伊　藤　直　樹　　近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所所長

　　〃　　　　中　川　勝　寛　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　副所長

　　〃　　　　桑　原　賢　二　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　副所長

　　〃　　　　中　田　隆　史　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　事業調整官

　　〃　　　　多　田　清　富　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　工務課長

　　〃　　　　北　尾　　　進　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　先

　　〃　　　　橋　爪　　　望　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　工務課係員

　　〃　　　　小　山　活　史　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　工

　　〃　　　　藤　原　朋　生　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　工務課係員

　　〃　　　　中　西　亜　実　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　第

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

　任建設管理官

　務課工務係長

　一建設管理官室係員
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高知港海岸航行安全対策検討調査

第１回事前検討会

１　日　　　時　　令和６年１２月１１日（水）１３：３０～１５：４０

２　場　　　所　　高知港湾・空港整備事務所　会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）工事計画の概要について

　　（３）高知港の航行環境について

５　資　　　料

　　（１）検討資料事１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料事１－２ 工事計画の概要（案）

　　（３）検討資料事１－３ 高知港の航行環境（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の高知港湾・空港整備事務所 所長 野本 啓介 様より挨拶が行

　　われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、議事進行を行った。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員・　 ：Web会議出席者）

委　　　員　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　原　　　　　忠　　高知大学教育研究部自然科学系理工学部門教授

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　朝　藤　　　健　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　寺　内　憲　資　　高知県水先協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　岡　智之　パイロット)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　芦中　毅　パイロット)

関係官公庁　　佐　藤　　　哲　　高知海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　八幡　恭典　交通課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　正木　直人　交通課航行安全係長)

委　託　者　　野　本　啓　介　　四国地方整備局 高知港湾・空港整備事務所所長

　　〃　　　　市　川　栄　徳　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　海岸課長

　　〃　　　　池　添　　　央　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　

　　〃　　　　矢　野　開　洋　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　技官

　　〃　　　　武　内　生　蕗　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　技官

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

港湾工事情報管理係長
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高知港海岸航行安全対策検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和６年１２月１７日（火）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　高知城ホール　大会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）工事計画の概要について

　　（３）高知港の航行環境について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 工事計画の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 高知港の航行環境（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の高知港湾・空港整備事務所 所長 野本 啓介 様より挨拶が行

　　われた。

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、委員長の選任を行い、岩瀬 潔 委

　　員が委員長に選任された。以後 岩瀬 潔 委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正

　　することを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、　　　　：欠席者　）

　　　　（※：常任調査研究委員・　 ：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員　　原　　　　　忠　　高知大学教育研究部自然科学系理工学部門教授

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　朝　藤　　　健　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　寺　内　憲　資　　高知県水先協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　芦中　毅　パイロット)

　　〃　　　　徳　平　　　豊　　高知港運協会会長

　　〃　　　　野　村　久　雄　　高知県海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松井　幸子　事務局員)

　　〃　　　　門　田　純　一　　高知港係留施設等指定管理者（高知ファズ株式会社）

　　〃　　　　前　田　浩　志　　高知県漁業協同組合理事

関係官公庁　　伊　藤　智　人　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　土居　健治　企画調整官)

　　〃　　　　佐　藤　　　哲　　高知海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　八幡　恭典　交通課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　正木　直人　交通課航行安全係長)

　　〃　　　　池　町　　　円　　四国地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　野本　啓介　高知港湾・空港整備事務所所長)

　　〃　　　　横　地　和　彦　　高知県土木部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　大野　誠彦　港湾・海岸課課長補佐兼チーフ)

　　〃　　　　山　﨑　英　隆　　高知市防災対策部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　戸田　幸一　事前復興まちづくり計画担当副参事)

委　託　者　　岡　﨑　　　裕　　四国地方整備局 高知港湾・空港整備事務所副所長

　　〃　　　　市　川　栄　徳　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　海岸課長

　　〃　　　　池　添　　　央　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　

Ｗ

Ｗ

Ｗ

港湾工事情報管理係長
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事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　情報システム管理部長

Ｗ



会 務 報 告
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第１１３回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年１０月１６日（水）１２:００～１２:５０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石　田　廣　史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃         末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃         山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃         小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（代理　徳田　健二　調査役)

　　　　　 〃         中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（代理　太田　正紀　理事)

　　　　　 〃         増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃         岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃         葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃         井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和７年度 日本海事センターへの補助金交付申請について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　(公財)日本海事センターへの補助金交付申請について(案)

６　議 事 概 要

　　　堀議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）令和７年度日

　　本海事センターへの補助金交付申請について説明があった。特に意見等はなく承認

　　された。議題（３）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥

　　原業務執行理事より説明があった。
以　上

　

議　　　  長
代 表 理 事
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第１１４回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年１１月１３日（水）１２:００～１３:００

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　堀　　　眞　琴　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石　田　廣　史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃         末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃         山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃         小　林　靖　匡　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃         中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　 〃         増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃         岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃         葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務　 局　　宇出津　弘　昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃         井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）規程等の制定、変更及び廃止について

　　（３）令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

　　（４）特定費用準備資金資産の保有について

　　（５）常任調査研究委員の委嘱について

　　（６）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　規程等の制定、変更及び廃止について

　　　資料３　令和７年度事業計画書

　　　資料４　特定費用準備資金資産の保有について

　　　資料５　常任調査研究委員の委嘱について

議　　　  長
代 表 理 事
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６　議 事 概 要

　　　堀議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）規程等の制定、

　　変更及び廃止について、議題（３）令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）に

　　ついて、議題（４）特定費用準備資金資産の保有について、議題（５）常任調査研究

　　委員の委嘱について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（６）その他

　　について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明

　　があった。

以　上　　
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３９回　通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和６年１２月４日（水）　１５時５５分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時４７分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　　　　　 神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　　　　　　　　　　 ４階「銀河」

３　理　事　数　　１８名

　　出 席 理 事　　１８名

　(1)　堀　　　眞　琴　　石　田　廣　史　　末　岡　民　行　　小　林　靖　匡　　

　　　 奥　原　德　男　　大　泉　　　勝　　山　田　哲　也　　中　村　紳　也

　　　 大　東　洋　治　　德　丸　健　嗣　　坪　上　浩　治　　近　藤　宏　一

　　　 増　子　祐　司　　三　原　重　輝　　安　岡　正　雄　　岡　本　龍　太

　(2)　ＷＥＢ出席理事　２名

　　　 松　島　義　樹　　平　山　勝　敏

４　幹 事 数 　３名　

　　出席監事　３名　

  芝　本　　　明　　渡　邉　康　夫　　葛　西　正　記　

５　議　　　案

　　　第１号議案　規程等の制定、変更及び廃止について

　　　第２号議案　令和７年度事業計画及び収支予算書案について

　　　第３号議案　特定費用準備資金資産の保有について

　　　第４号議案　その他

６　報告事項

　　　代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況

７　議事の経過概要及びその結果

　　　１５時５５分に開会、事務局から本日の出席理事は、会場出席１６名、ＷＥＢ会議シ

　　ステム出席２名の計１８名で、ＷＥＢ会議システムが出席者の音声と映像が即時に他の

　　出席者に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとなっていることが確認
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　　されたことから、理事総数１８名の過半数に達しており、定款第４２条（定足数）の

　　規定により本理事会が成立する旨報告した。

　　　堀眞琴会長が挨拶を行った後、定款第４１条第２項の規定に基づき議長となり、本

　　日の議事録の署名について定款第４５条に基づき、代表理事の堀眞琴会長と出席監事

　　の芝本明氏、葛西正記氏及び渡邉康夫氏が行うこととして議事の審議に入った。

〇　第１号議案　規程等の制定、変更及び廃止について

　　　事務局から資料１により規程等の制定、変更及び廃止について、各規程等の案ご

　　とに説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を

　　議場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第２号議案　令和７年度事業計画書及び収支予算書案について

　　　事務局から資料２により令和７年度事業計画及び収支予算案について説明が行わ

　　れた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、中村理事から「事業収益が増加しているの

　　は情報管理業務が増えているのか」との質問があり、奥原専務理事が「情報管理業

　　務の収益も増加が見込まれるが、国土交通省の技術者単価が上がってきているので、

　　これに伴い事業収益の増加が見込まれている」旨の回答を行った。

　　　議長がこのほかの質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案

　　の可否を議場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第３号議案　特定費用準備資金資産の保有について

　　　事務局から資料３により特定費用準備資金資産の保有について説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を

　　議場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

　　　議長が、他に議案はないか発言を求めたところ、事務局から他に議案はないと報

　　告が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　　提出議案全ての審議終了後、代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況につい

　　て、席上配付資料（報告事項）に基づき奥原専務理事から報告がなされた。
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　　　以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時４７分に閉会

　　した。

　　　　　　　　　　　　令和６年１２月４日

　

　　　　　　　　　　　　　　代 表 理 事　　　　堀　　  　  眞　  琴

　　　　　　　　　　　　　　監　　　　事 　芝　　本　　　　　明

　　　　　　　　　　　　　　監　　　　事 　渡　　邉　　康　　夫

　　　　　　　　　　　　　　監　　　　事 　葛　　西　　正　　記　　　　　　
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第２３回　水先艇ないかい防波堤衝突事故に関する一考

　

　海上保安大学校名誉教授　　 

　　神戸大学リサーチフェロー　

松　本　宏　之　 　　

　水先人が嚮導する巨大船に何度か同乗させていただいたことがあるが、操船技術もさる

ことながら、水先艇から颯爽と飛び移って立ちはだかる側壁を登っていく一連の動きは実

に見事であった。おそらく水先艇との息の合った連係プレイの賜物であろうが、乗り移る

タイミングの判断や間合いの取り方は、長年の経験と両者の信頼関係から築かれてきたも

のなのであろう。

　さて、海上交通の安全を確保するための水先業務を支える水先艇ではあるが、令和4年

9月4日0時34分頃、船長、甲板員、水先人2名、水先修業生1名が乗船した水先艇ないかい（総

トン数18トン、全長約16m、航海速力25ノット）が、対地速力26ノットの速力で阪神港神戸

第1区にある第1防波堤に衝突した後、防波堤に沿うように西進して防波堤西方の堤防に再

び衝突し、船長と水先人1名が死亡し、残る3名が重傷を負った。この事故で神戸海上保安

部は、酒気帯び状態で操船し事故を起こしたなどとして、死亡した男性船長を業務上過失

致死傷と業務上過失往来危険の各容疑で、被疑者死亡のまま書類送検した。ちなみに死体

検案時には、船長の体内からは基準値の数倍に相当するアルコール（血中アルコール濃度

は1.99mg/mℓと検案されたので酩酊状態にあったと思われる。）が検出されたという。ちな

みに操縦免許証更新講習用の教本によれば、飲酒すると注意力の低下や判断力の低下が起

こり、眠気も催すことがあり、正常な操縦ができなくなるという。また、水先艇の運航会

社の内海交通株式会社についても、安全管理規定に定められた船長の飲酒検査を怠ったな

どとして、海上運送法（安全管理規程）違反容疑で書類送検された。

　関係者によると、当時は夜間であっても見通しは良く、平均的な操船技術があれば前方

を見誤ることはあり得ないという。こうしたことから、防波堤への衝突原因としては、酒

気帯び状態での操船により、船長が周囲への警戒を怠った可能性が高いとみられている。

また運航会社の内部調査によると、翌日の午前2時以降に出航予定があるにもかかわらず、

事故前日の午後6時半以降に、死亡した船長らが待機所で飲酒していたこと、さらに出航前

の飲酒が常態化していることも明らかになった。なお同社の安全管理規定では、出航前8時

間の飲酒を禁じており、出勤時と出港直前のアルコール検査が定められている。

　しかしながらアルコール検査は操船業務開始前にアルコール検知器を用いて実施するこ

とになっていたが、乗組員は毎朝の出勤時のみ酒気帯びの有無を発航前検査記録簿に記載

し、運航管理者は同記録簿１か月分をまとめて確認していたことから、運航会社は乗組員

の業務開始前のアルコール検査実施や飲酒状況の実態について把握できていなかったよう

船 舶 交 通 随 感
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である。また乗組員の多くは操船業務開始前に飲酒した経験があり、アルコール検査を実

施したこともほとんどなかったことから推察すると、操船業務開始前の飲酒禁止に関する

乗組員の自覚は極めて低レベルであったといえる。なお日本の海運分野においては、船員

法や海上運送法および内航海運業法に基づき飲酒に関する規制が実施されていたが、船員

の飲酒に起因する事故の発生状況等を踏まえ、国土交通省は新たな飲酒規制と対策を取り

まとめ、アルコール検知器を用いた検査体制に関する通達を出すとともに、船員法施行規

則を改正して2020年4月に施行している。

　ところで輸送の安全を確保するために必要な事項を定める安全管理規程については、国

土交通省がひな形を定めており、飲酒等の禁止に関する条文には、一例として安全統括管

理者等によるアルコール検査体制の構築や呼気中のアルコール濃度0.15mg/ℓ以上の場合の

当直禁止などが書かれている。そのため多くの運航会社の安全管理規定には同様の基準が

記されており、わが国ではほぼ統一的な基準となっている。なお、船員の訓練及び資格証

明並びに当直の基準に関する国際条約（STCW条約）によれば、主管庁は呼気中のアルコール

濃度を0.25mg/ℓ以下にするなどの制限を設けることや、会社は船員に対して当直任務につ

く前4時間以内のアルコール飲用禁止を検討することなどが規定されており、多くの国が条約

と同じような基準を採用しているという。したがってアルコール濃度については、わが国

は他国の基準と比べると厳しい規制となっていることがわかる。ちなみに0.15mg/ℓという

数値は道路交通法のなかにも見出すことができ、また東京都水上安全条例や滋賀県琵琶湖

等水上安全条例などに基づくアルコールの程度も0.15mg/ℓという数値が基準として使われ

ており、両者とも処罰の対象となっている（3月以下の懲役または50万円以下の罰金など）。

　本衝突事故については、飲酒が直接的な処罰対象となるわけではなく、刑法上の業務上

過失致死傷と業務上過失往来危険の容疑のなかで考慮されるが、今後飲酒に関連する事故

が多発した場合、法改正や厳罰化が予想される。しかしながらグッドシーマンシップの世

界に生きる者として、罰則の有無に関わらず当為性の有するルールはしっかり遵守してほ

しいものである。

　一方、本衝突事故を受け国土交通省神戸運輸監理部は、人の運送をする不定期航路事業

（海上運送法第20条）として専ら内海水先区水先人の送迎に従事する運航会社に対して特

別監査を実施したところ、輸送の安全を阻害していることが確認されたので、再発防止と

輸送の安全を確保するため、海上運送法第19条第2項に基づく行政処分を行った（令和4年

11月4日）。その命令の内容にはアルコールに関するものもあり、安全統括管理者等は酒気

帯び当直を確実に防止する実効性ある具体的な対策を講じること、乗組員のアルコール検

査要領に基づく検査や記録・保存の確実な実施、安全統括管理者と運航管理者による酒気

帯び当直の禁止や輸送の安全確保に係る教育の定期的実施などが含まれている。

　運航会社は再発防止策として、乗組員に対しての講習会、アルコール検査要領の改訂や

実効性のある検査体制の構築などの措置をすでに講じている。しかしながら、いくら立派

な安全管理規定を作成しても絵に描いた餅になっては困るので、形骸化しないように安全

統括管理者等は当然のこととして、乗組員一人一人がしっかり自覚して実践することが何

よりも肝心であろう。
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ６．１０．１～Ｒ６．１２．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

10. 1

10. 9

10.16

10.25

11.13

11.26

11.27

12. 4

12.11

12.17

（火）

（水）

（水）

（金）

（水）

（火）

（水）

（水）

（水）

（火）

1330

1330

1200

1500

1200

1330

1500

1555

1330

1330

三宮コンベンションセンター

三宮コンベンションセンター

商船三井ビル会議室

ホテル アゴーラリージェンシー大阪堺

商船三井ビル会議室

アリストンホテル神戸

神戸市中央区文化センター

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

高知港湾・空港整備事務所

高知城ホール

阪神港神戸区及び大阪区における自動運航船の

航行安全上の課題に関する調査研究第1回委員会

大阪湾周辺海域における小型旅客船及び遊漁船

並びに瀬渡船の運航実態と海難防止に関する

調査研究第1回委員会

第113回業務運営会議

第11回地域部会兼第112回月例会

第114回業務運営会議

大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第１回委員会

第113回月例会

第39回通常理事会

高知港海岸航行安全対策検討調査第1回事前

検討会

高知港海岸航行安全対策検討調査第1回委員会
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